
 

  

 

 

「チーてれスタディーネット」活用例 

 

令和２年４月・５月の臨時休校期間中から授業動画の作成・公開を行ってきましたが、
令和２年９月以降公開の授業動画は、児童生徒の主体的な学びを促すために、「『思考し、
表現する力』を高める実践モデルプログラム」を意識して作成された授業動画が公開さ
れてきました。 

この度、令和３年度の新着・新作動画を公開しましたので、各学校において、例に示
すような様々な場面でご活用ください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

まとめあげる 
 思考の過程を振り返り、学んだこと

をまとめる過程です。「見方・考え方」を

今後の学習や生活にどのように生かす

か考えたりすることで、学んだことを

確実に身に付けるとともに、新たな 

疑問をもち、次の学習への更なる意欲

や見通しにつなげる過程です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見いだす 
 今までの学習内容や提示された

資料等を基に疑問をもち、本単元（本

時等）で解決していく課題を明確にす

る過程です。また、「これからの学習が

どのような意味をもち、何を目指して

いるものなのか」等を認識しつつ、主

体的に学習に取り組もうとする過程 

です。 

 

広げ深める 
 「見方・考え方」を働かせながら

自分の考えを伝え、友達の考えを

聞いて疑問点を問い直すなど、互い

に学び合うことを通して、多様な

考 えを理 解 する過 程 です。また、

知識を相互に関連付けてより深く

理解したり、新たな考えに気付い

たりすることを通して、より質の高い 

学びのとする過程です。 

自分で取り組む 
解決の見通しをもち、自分で考え、 

粘り強く課題に取り組む過程です。 

また、「見方・考え方」を働かせながら、

収集した情報を調べたり、自分の考え

を形成して文章や言葉、図、式等で表

現したり、自分の思いや考えを基に作

品等を創造したりする過程です。 

 
 

※「見方・考え方」とは、「深い学び」の鍵となるものであり、「どのような視点で物事を捉え、

どのような考え方で思考していくか」という、教科等ならではの物事を捉える視点や考え

方のことであり、教科等を学ぶ意義の中核をなすものです。 

別紙３ 



 

 
見いだす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※中３理科 「水溶液とイオン」授業動画・学習プリント 

※中３外国語「関係代名詞（主格）」授業動画 

 単元全体の学習の流れ 

を イ メ ー ジ で き る よ う  

工夫して作成しています。 

○家庭学習での利用 

一人でも学習を進

めることができるよう

になっています。 

○授業での利用 

主体性を高める導入に

活用できるようになって

います。 ※小６算数啓林館「比とその利用」授業動画 

自分で取り組む 

自分で取り組むためのワークシート 

いつでも、どこでも、繰り返し取り組む

ことができます。 

○家庭学習での利用 

学習に必要な機材が手元

にない場合でも学習を行うこ

とができる。 

○授業での利用 

動画再生中に、つまず

きのある児童生徒を支援

することができる。 

実際の生活場面などから、

学習の見通しにつなげること

を意識しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小６社会東書「貴族のくらし」授業動画 

広げ深める 

視覚的な資料や思考ツールを活用

して、児童生徒の学びを広げ深めるこ

とを意識しています。 

○家庭学習での利用 

個人で学習していても、自分の

学びを広げられる。 

○授業での利用 

話合い等が制限されていても、

学びを広げることができる。 

※小６国語教出「自分の考えを発信しよう」授業動画 
 

まとめあげる 

○家庭学習での利用 

学びの足跡を残すこと

で、児童生徒も教師も学び

の進捗状況を捉えることが

できる。 

○授業での利用 

単元全体を見通し、ゴー

ルを明確にしながら、学習

を進めることができる。 

単元の見通しと振り返りが一体となるよう工夫したワークシート 

※小６国語光村「日本文化を発信しよう」学習プリント 

※小６国語教出「自分の考えを発信しよう」授業動画 



 

 

活用例 

○オンライン会議システムを活用してオンライン授業を実践 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※ネットワーク環境などによっては、通信速度が異なる可能性がありますので、事前に状況

等について確認しておくことをオススメします。 

 

 ○研修での活用（校内初任者研修や若年層研修、ＩＣＴ研修等） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小６算数東書「およその面積と体積」授業動画 

どんなことを意識して指導計画

を立てているのかな。 

導入の提示資料として活用できそうです。 

「オンライン会議システムで動画を画面共有するとオンライン授業ができる」 

「チャット機能を活用して個別の指導や支援を充実させることができる」 

「話合いなどもできるし、上手に組み合わせることができる」 

「分散登校の場合、教室の大型掲示装置と１人１台端末で同時に動画視聴ができる」 

「一回で分からなかったところ

は後で繰り返し見よう！」 

教師 

児童生徒 

児童生徒が活動に取り組みやすいよう発問の工夫がされています。 

具体的な生活場面を取り上げることで、 

主体性を高めようとしていますね。 

「チャットでみんなの意見が分かる！なるほどなー。」 

「分からないところは 

チャットで質問しよう！」 

「動画を見ながらの授業が

オンラインでできる！」 

「家でなら話合いもできる！」 


